
我
食
は
山
県
郡
医
師
会
史
を
編
纂
す
る
た
め
に
、
江
戸
時
代
後
期

に
お
い
て
郡
内
の
医
療
に
苦
労
し
た
先
輩
医
師
の
活
躍
を
も
記
載
し

た
い
と
考
え
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
、
後
に
第
五
大
区
医
務
取

締
と
な
っ
た
穴
村
の
児
玉
俊
造
が
行
っ
た
明
治
七
年
七
月
の
山
県
郡

医
師
調
査
を
児
玉
良
亮
が
く
ず
紙
の
中
か
ら
見
つ
け
、
昭
和
十
五
年

の
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
事
業
の
た
め
に
参
考
に
な
れ
ば
と
い
っ

て
、
当
時
郡
医
師
会
長
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
弓
削
誓
一
に
送
っ

た
略
文
が
見
つ
か
っ
た
の
で
報
告
す
る
。

明
治
六
年
六
月
太
政
官
布
告
に
よ
り
、
文
部
省
に
医
制
の
取
り
調

べ
が
命
じ
ら
れ
、
二
代
目
文
部
省
医
務
局
長
の
長
与
専
斉
は
、
全
国

の
府
県
に
対
し
て
明
治
六
年
六
月
十
九
日
内
務
省
達
第
八
九
号
に
よ

り
、
管
内
の
医
師
の
状
況
を
調
査
し
て
い
る
。

そ
の
調
査
で
は
、
地
区
の
人
口
と
医
師
数
を
報
告
さ
せ
て
い
る

が
、
別
紙
雛
形
が
つ
い
て
お
り
、
個
人
別
に
明
細
書
を
書
か
せ
て
い

明
治
七
年
山
県
郡
医
師
調
査
に
つ
い
て

末
田
尚
、
進
藤
岱
三

ツ
（
ぜ
。

今
回
見
つ
か
っ
た
資
料
は
、
明
治
七
年
七
月
調
査
に
基
づ
く
明
治

九
年
医
師
履
歴
調
査
書
、
明
治
九
年
九
月
改
五
大
区
医
員
録
及
県
令

甲
第
六
三
号
に
よ
る
医
会
規
則
が
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
山
県
郡

医
師
調
査
の
基
に
な
っ
た
明
細
書
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
調
査
書
の
略
文
に
よ
る
と
、
村
名
、
氏
名
、
年
齢
、
修
学
期

間
、
師
事
し
た
医
師
、
修
学
科
目
、
開
業
時
期
と
開
業
地
名
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
身
分
の
記
載
が
な
い
が
、
内
務
省
達
第
八
九
号
の
雛

形
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
明
治
七
年
七
月
現
在
の
医
師
数
は
一
○
三

人
で
、
山
県
郡
の
人
口
は
約
五
万
五
千
人
で
あ
る
。
七
四
ヵ
村
か
ら

な
る
山
県
郡
で
戸
河
内
村
は
一
三
人
、
加
計
村
七
人
、
穴
村
、
吉
木

村
、
有
田
村
各
六
人
の
医
師
が
い
る
が
、
田
原
村
、
春
木
村
、
溝
口

村
、
上
石
村
等
三
五
ヵ
村
は
無
医
村
で
あ
る
。
医
師
の
年
齢
構
成
は

三
十
歳
代
が
二
七
人
で
も
っ
と
も
多
く
、
四
十
歳
代
、
二
十
歳
代
の

順
で
あ
っ
た
。
修
学
地
に
つ
い
て
み
る
と
、
郡
内
が
も
っ
と
も
多
く

て
三
六
人
、
次
い
で
広
島
、
京
阪
、
東
京
の
順
で
あ
る
が
、
修
学
地

が
不
明
の
人
も
か
な
り
あ
っ
た
。
修
学
期
間
は
、
最
短
修
学
期
間
は

六
ヵ
月
、
最
長
修
学
期
間
は
二
四
年
で
、
平
均
修
学
期
間
は
五
年
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三
ヵ
月
で
あ
っ
た
。
明
治
十
二
年
の
医
師
試
験
制
度
に
よ
っ
て
開
業

試
験
制
度
は
面
目
を
一
新
す
る
。
こ
の
制
度
に
よ
る
受
験
願
書
に
は

修
学
履
歴
書
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
三
年
以
上
の
修
業

の
実
績
を
明
記
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
治
十
五
年
の

通
達
が
出
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
こ
の
条
件
を
満
た
し
て
い

ス
》
Ｏ

江
戸
時
代
後
期
の
医
学
は
、
漢
方
医
学
、
古
方
医
は
よ
う
や
く
漢

蘭
折
衷
派
に
移
り
、
他
に
折
衷
派
（
考
証
学
派
）
が
あ
り
、
新
し
く

オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
主
と
し
た
洋
方
医
学
の
三
つ
の
派
が
あ
り
、
当
時

の
一
○
三
人
の
医
師
を
こ
の
三
派
に
分
け
て
、
年
齢
、
修
学
地
、
修

学
期
間
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
報
告
す
る
。

（
山
県
郡
医
師
会
史
編
纂
委
員
会
）

右
の
三
つ
の
問
題
点
は
、
今
日
ま
で
日
本
医
科
大
学
の
卒
業
生
の

心
を
痛
め
て
き
た
大
き
な
問
題
点
で
あ
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
数
年
を
要
し
て
、
東
京
都
公
文
書
館
、
長
谷
川
泰

済
生
学
舎
を
源
流
と
す
る
日
本
医
科
大
学
の
校
史
に
と
っ
て
、
明

治
三
十
六
年
八
月
末
日
の
長
谷
川
泰
校
長
の
廃
校
宣
言
に
至
る
過
程

に
は
、
今
日
な
お
謎
と
さ
れ
る
点
が
多
々
あ
る
。

済
生
学
舎
廃
校
の
歴
史

目
は
た
し
て
済
生
学
舎
は
、
入
沢
達
吉
の
説
の
よ
う
に
、
長
谷
川

泰
の
単
な
る
気
ま
ぐ
れ
と
、
金
の
出
し
お
し
み
で
廃
校
宣
言
を

出
し
た
の
か
。

○
済
生
学
舎
と
今
日
の
日
本
医
科
大
学
は
、
本
当
に
関
係
あ
る
の

か
。
・

日
磯
部
捻
藏
は
本
当
に
日
本
医
科
大
学
の
学
祖
な
の
か
。

唐
沢
信
安
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